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はじめに
2010年月に発足した保守党および自由民主党
の連立政権で首相に就任したキャメロン氏は，観
光の英国経済に占める重要性と将来の発展性に大
きな期待を寄せている。
同首相の強い意向を踏まえて政府部内で作成さ
れたzGovernment Tourism Policy|が2011年
月に発表された。同 Policy に盛り込まれた諸施
策は2011年度（英国の会計年度は日本と同じ）に
おいて実施に移されたものは少なくない。しかし，
英国の観光政策にとっては，英国が世界中の人々
の耳目を集める大きなイベントの舞台となる2012
年度こそが Government Tourism Policy(注)の正
念場となるものである。
キャメロン首相から2012年月に¨Queenªs
Diamond Jubilee やオリンピック開催を踏まえて
英国が訪問するのに相応しく，住んだり，事業を
行ったりするのに適しているというzGREATキ
ャンペーン|を展開して成果をあげている。この
ような成果を生かすべく，オリンピック終了後も
止むことなく英国を売り込むキャンペーンを継続
するべきであるªという指示が出された。この指
示に従って観光振興戦略の原案がまとめられた。
これを基にして 2013 年月にzVisitBritain:
Delivering a Golden Legacy; a growth strategy for
inbound tourism from 2012 to 2020（April 2013）|
（以下「Delivering a Golden Legacy」という）の
最終案が発表された。
Delivering a Golden Legacy は旅行産業，政府
機関が必要とする英国の戦略を背後で一体化させ
る明確で長期的な成長のための目標を定めたもの
である。
本論は2012年度における英国の観光振興政策に
関してDelivering a Golden Legacy に焦点を絞っ
て分析を行い，zVisitBritain & VisitEngland
Annual Report and Accounts for the year ended
31 March 2013（15 July 2013）|（以下「VB & VE
Annual Report 2012/13」という）からその足ら
ざるところを補うこととした。
【Delivering a Golden Legacy】
Delivering a Golden Legacy は，Ⅰ.概要，Ⅱ.
政策の背景，Ⅲ.我が国の現状，Ⅳ.取り組むべき
課題およびⅤ.現状からいかなる方向に向かうべ
きか の章からなっている。
Ⅰ 概要
 2012年ロンドン・オリンピックがもたらし
た経済的な成果を観光を通じて推進する
ロンドン・オリンピックの開催の成功は世界に
おける英国の評価を高めることとなった。
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（注） 新井（2013），p125.
NBI(注)の調査によれば，世界における英国の
ブランドおよび文化の評価が第位となり，もて
なしのよい国という評価では世界のトップ10に初
めて入った。調査対象となった人々の75％がロン
ドン以外の観光目的地を訪れたいと考え，70％の
人々が英国の地方の景観に魅せられ，63％の人々
が英国で休暇を過ごすことを欲するに至っている
観光は2012年のオリンピックの経済的な成果を
実らせる産業となっている。観光は速やかに（英
国中であらゆる技能レベルの）新たな職を産み出
し，最も必要とされる経済成長をもたらすことの
できる産業である。
国際観光は英国の外貨収入の分のを稼いで
おり，2012年の税収面において直接的に32億ポン
ドの寄与をしている。英国は2012年に3,100万人
の来英外客(注)を受け入れており，彼らは186億
ポンドを消費している。2012年において全体の
GDP の伸びは見られなかったが，来英外客によ
る消費額は％の伸びを示している。
観光産業は英国の GDP に1,150億ポンドの寄
与をなしていて，260万人の人々を雇用しており，
それぞれ全体の約％の割合を占めている。現時
点において，英国の12の職のうちつは直接的，
間接的に観光により支えられている。観光分野に
おいて雇用されている人々の44％が30歳以下であ
り，全産業平均ではその比率は24％となっている。
2009年から2011年の年間に新たに産み出され
た新規雇用の分のは観光産業によるものであ
る。ちなみに，来英外客の支払額万ポンドごと
に新たに人分の職場が創出される。
The Great キャンペーン(注)は FCO（外務・連
邦省），British Council（英 国文化振興会），
VisitBritain および UKTI（貿易投資総局)(注)が
一緒になって推進され，英国が旅行目的地，勤務
地，投資先および留学先として素晴らしい場所で
あることを世界に向かって紹介した。
2011年月に策定された政府の観光政策は，
2015年までに新たに400万人の来英外客を誘致す
ることとし，国内観光を振興し，英国の観光産業
の競争力を高めることしている。
World Economic Forum（WEF)(注	)は2012年
の国際観光市場における英国の競争力が世界で第
位（2011年は第位）になったと評価している。
ちなみに，ドイツは2011年と同じく第位であり，
フランスは2011年の第位から第位へと順位を
下げている。アメリカは英国の次の第	位となっ
ている。
今後とも世界における英国の高い評価を来英外
客の増加に結び付け，英国中の観光産業の収益を
高めて税収を増加せしめることに努める必要があ
る。
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（注） SimonAnholt および GfK広報＆メディア社が2005年から発表している先進国と開発途上国20ヵ国に約万人が参
加して，ヵ国について約1,000の質問に答える形で実施される。Nation Brands Index（NBI）。
（注） これらの旅行者の人のうち人以上はその休暇旅行の旅行先として英国を選んでいる。残りの1,900万人の旅
行者数は業務旅行または友人・知人訪問（Visit Friend & Relatives：VFR）旅行の回復傾向を示している（VB & VE
Annual Report 2012/13，p. 4）。
（注） 2012年の Diamond Jubilee やロンドン・オリンピックの開催等により国が世界の注目を集めようとしているのを
契機にして英国の持つ様々なメリット（英語，文化，情報，創造性，企業活動）をブランドイメージとして全世界に
紹介し，英国の観光やビジネスのチャンスを最大化することを目指して2011年秋から開始されている。このキャンペ
ーンは2013年度にも継続されることとなっている。また，国内旅行においても英国居住者が国内で休暇を過ごすこと
を勧めるキャンペーンがzGREAT|のキャッチフレーズの下に行われている（ex. Holiday at Home are GREAT）。
表示がGREAT，Great等とまちまちであるが目指す方向は同じである。
（注） 一般省庁とは別の公的組織で，日本の JETROに似た機能を有する。
（注	） 世界経済フォーラムのこと。ジュネーブに本部がある。ダボスで開催される年次総会で有名。zTravel and tour-
ism Competitiveness|で，旅行および観光に関する競争力を測定して発表している
 インバウンド観光の直面する課題
国際観光が最大限の収益をもたらすことを確実
にするということは，英国が国際観光市場におけ
る様々な世界的な動向にしっかり取り組んでいか
なければならないことを意味する。このための戦
略は，国際的な競争における立ち遅れに真剣に取
り組み，英国がその経済的な可能性を最大限に達
成することを確実にするためのマーケティング活
動および政策に整合性を有するものでなければな
らない。
英国は国際観光市場における世界的な競争に参
加しており，競争は厳しさを増している。各国は
厳しい経済環境において成長と雇用を提供する上
での観光の今後の可能性を視野に入れて，自国の
売り込みキャンペーンに資金を投入するとともに
必要とされる政策課題に真剣に取り組んでいる。
英国にとって観光を発展させることは成熟市場
および新興市場に真剣に対応していくことを意味
している。短期的には，英国を訪れてお金を落と
す旅行者の大多数は既成の市場（特に西ヨーロッ
パおよび北米）から来ている。実際のところ，フ
ランス，ドイツ，スペインおよびアメリカのヵ
国が英国への来訪者及び旅行支出において分の
を占めている。しかし，これらヵ国からの来
訪者は2006年以降減少傾向にある。
国際観光市場における英国の地位を守り，願わ
くば現在の相対的な減少傾向を盛り返すことが肝
要である。しかし，英国が観光産業の将来におけ
る健全な発展を図るためには，ブラジル，ロシア，
インドおよび中国（BRICs）を含む新興市場にお
けるその地位を確立し，維持していくことが必要
となってくる。
加えて，世界のその他の旅行者市場（アジア，
南米およびアフリカの台頭しつつある経済圏）に
おける（市場開拓の）好機をぬかりなくものにす
ることが必要である。
富と人口の世界的な動向は間違いなく変化しつ
つあり，富と大きな人口は都市に集中させられる
こととなる。英国への将来の来訪者は世界中で少
数の都市に居住する者となる傾向にあり，そのこ
とは，一国対象のマーケティングよりも観光誘致
活動をより限定された顧客層（都市居住者）に的
を絞って行うことにつながる。
 国際観光市場における英国のシェアの増大
Delivering a Golden Legacy においては，2020
年までに4,000万人の来訪外客を誘致することと
している。この目標は現時点よりも英国への観光
客を大幅に増やすことを意味している。すなわち
① 2020年までには来英外客を新たに900万人増
やす
② 年間の来英外客の支払額を87億ポンド（2012
年価格）増大する
③ 英国中の観光産業において20万人分の新たな
職場を創出する
ことである。
英国の対する観光の増大は英国の海外における
イメージの向上につながり，同時に英国の soft
power を高めることともなる。一国の観光の観
光産品の提示はその国のイメージの形成において
重要な役割を果たすこととなる。そして，英国の
イメージは週間の休暇を過ごしに英国に来るか
否かだけではなく，英国企業に対する投資を行う
か否か，英国に居を移して仕事を行うか否かにも
影響するものである。
より力強い成長を目指すのであれば，観光・旅
行産業，政府および公共部門はより効果があがる
ように協力し，共通の目標を目指して足並みをそ
ろえることが必要である。
 英国の観光戦略
Delivering a Golden Legacy は，国際観光が適
う限りの最大の経済面の利益をもたらすことを確
実にするために英国が何をなしうるか，いかにし
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て観光マーケティングおよび観光政策の目指す方
向との足並みをそろえるかを明らかにしている。
過去18ヵ月にわたり VisitBritain は，観光マー
ケティング活動の重要な一翼を担ってきており，
21市場における英国の競争力の評価（成長のため
のチャンスおよびその阻害要因の明確化）を実施
してきている。
この作業は，将来における成功を推進すること
となる肝要なつの要素を明らかにしてきた。す
なわち，
① 英国のイメージの形成
② 旅行事業者活動を通じての観光商品の流通の
増大
③ 提供する観光産品の多様化
④ 英国のビザ発給手続きの改善および新たな航
空路線（特に新興市場からの）の開設を促進し
て航空輸送容量の増強による英国訪問の容易化
である。
このような要素はいずれも単独の組織のみでは
実現することができないものである。成長のため
に必要とされる要素の実現に旅行産業，政府官公
庁が長期にわたる明確な意図のもとに一体となっ
て取り組むことが英国にとっての戦略となる。
我々の狙いは，partnership の下に作業を行な
っていくことであり，そうすることにより，2012
年から2020年までの残りの期間において，官民の
両部門にわたる組織は観光の経済成長に資する秘
めたる能力を余すところなく発揮するために足並
みをそろえることが可能となる。
民間部門は観光振興において中核的な役割を担
うこととなるが，観光産業は典型的に細分化され
た構成（中小規模の観光事業者を中心とする20万
の事業者からなる）となっていて，観光における
多数のセクターにおける利害が存在する。しかし，
民間部門は既に英国の海外におけるマーケティン
グに支援（VisitBritain の2011年度からの年計
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図 英国の観光戦略
画のマーケティング計画に5,000万ポンドの資金
提供を行なっている）を提供している。Great
Britain キャペーンにおいてはVisitBritain が他の
公 的 な 外 交 分 野 の partner（FCO，UKTI，
British Council を含む）とともにより戦略的に事
業を展開している。加えて，同キャンペーンにお
いては非観光事業者が世界中において英国のイメ
ージを形成する上で重要な役割を果たしているこ
とが明らかとなっている。
Delivering a Golden Legacy は英国にとっての
野心的な目標を示している。この戦略においては，
英国が観光における世界的な競争において競い合
い，成果をあげることを確実になしうるためには
政府，英国および海外の観光産業ならびに政府観
光局の全般にわたるより高いレベルの協力を必要
とすることが認識されている。
VisitBritain は英国に対する国際観光の成長の
ための戦略の進展を支えていくために活動を進め
ていくことになるが，このために partnership は
不可欠な要素となっている。VisitBritain は他の
参加者をリードし，協調を進め，情報を提供し，
観光振興施策の実施や調整を行う組織として存続
することが必要である。
VisitBritain は2013年の経緯を踏まえて2014年
から2016年に至る間の優先市場に対する詳細な戦
略を刊行する予定である。
VisitBritain は，いくつかの優先市場に対して
現時点における英国訪問およびその経済的な価値
を知らしめ，将来の成長を確かなものとする活動
を継続する。同時により広い範囲の観光市場に対
して対応できる手段を活用し，FCOの世界中に
張り巡らされたネットワークを含む意欲のある
partner とのマーケティング活動を継続する。こ
のような柔軟な手法は英国がアジア，中南米およ
びアフリカの頭角を現しつつある経済全般におけ
る成長に便乗して適宜売り込みを図ることができ
るようにするために役立つものである。こうする
ことにより，VisitBritain の財源が重点的に活用
できるようになる。
Ⅱ Delivering a Golden Legacy の背景
 Government Tourism Policy
2011年月に発表された Government Tourism
Policy はその目標を以下の点に絞っている。
① 観光宣伝活動を通じて来英外客の増大
② 英国居住者のうち，国内において休暇を過ご
す者の比重を高める
③ 英国の観光部門の生産性を競争市場において
世界のトップの内に入るようにする
来英外客を2015年までに新たに百万人増加さ
せることを目指した官民折半の partnership によ
る億ポンドの基金のよる “Britain, Youʼre in-
vited”キャンペーンが2011年月日に首相官邸
において開始されている。
数ヵ月後にこのキャンペーンは “Great Britain
image-building”キャンペーンに引き継がれた。こ
のキャンペーンは，Diamond Jubilee およびロン
ドン・オリンピック開催が世界中の注目を集める
ことを最大限に活用して，英国が旅行先，投資先
および留学先として素晴らしい場所であることを
紹介しようとするものである。過去18ヵ月の間に
おいて，政府は VsitBritain を通じて，海外にお
ける英国の観光宣伝に2,500万ポンドの補助金を
提供している。そして，追加の1,200万ポンドが
2013年度における“Great tourism campaign”用に
振り当てられている。
政府の観光施策においては，世界の観光市場に
おける英国のシェアをめぐって世界的な競争を行
っていく重要性も十分に認識されている。このよ
うな目的を達成するために将来の来訪者に対する
ビザ発給手続きの改善（より簡素化し，より取得
しやすくする），規制緩和タスクフォースの設置，
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観光目的地管理や観光宣伝に対する民間部門の参
画を増やための地方の観光組織の再構築等を含む
一連の施策が提示されている。
Delivering a Golden Legacy は，このような作
業に基づき内容の充実が図られ，¨ 次に何をやる
のか？ª，¨ いかにして目標を達成するか？ªにつ
いて答えを見い出すことができるものとなってい
る。
Ⅲ 英国の現状
 観光，成長および雇用
⑴ ロンドン・オリンピックによる成果をいかに
生かしていくか
2012年のロンドン・オリンピックは世界中に英
国を紹介するめったにないチャンスである。何十
億人というテレビ視聴者は英国の魅力を伝える報
道を目にし(注)，加えて，英国がオリンピックを
立派に開催するだけではなく，世界中からの来訪
者を心から歓迎し，素晴らしい受入役を果たすこ
とができるかということも理解されるに至ってい
る。
英国のブランドおよび文化の評価は世界的な順
位を上げたばかりでなく，もてなしのよい国とい
う評価においても世界のトップ10に初めて入った。
いまや，世界的な英国に対する良い評価を今後
において英国への来訪を具体化し，英国中の観光
事業者の収益および国庫の収入に結び付ける必要
がある。
Delivering a Golden Legacy は，オリンピック
開催の当面の輝かしい成果に対して現時点におい
て何をなすべきか，国際観光が最大限の経済的な
利益をもたらすことを確かなものとするために英
国の政策および観光宣伝活動がしっかり提携して
行くために何をなすべきかについて示している。
インバウンド観光は観光部門において重要な役
割を果たしており，英国の外貨の稼ぎ手として化
学部門，金融サービス部門に次いで番目となっ
ている。
⑵ 観光・旅行政策の重要性
インバウンド観光は成長産業であり，2012年の
英国の実質 GDP の伸びはゼロであったのに対し
て名目額で％の伸びを示している。
一国の観光政策はその国のイメージを形成する
こととなる。よって，他の国の人々が英国をどの
ようにとらえるかは，単に旅行先として英国を訪
れるか否かということのみならず，英国を投資先
として選ぶか否かもしくはその家族や会社が英国
に移り住むか否かということにまで影響を与える
こととなる。
観光は，英国を訪問し，働き，投資するのに値
するところとするための空港，ホテルなどのイン
フラストラクチャーの整備および来訪者と理解し
あえる文化的な絆を形成するのに寄与するもので
ある。
⑶ 競争─世界観光市場における英国の地位
世界中の観光市場においては各国間の競争が激
しさを増している。世界観光市場における旅行者
数は2012年に10億人を越したが，国際市場におけ
る英国の地位は後退している。
過去20年間における世界の観光の伸びは，今後
英国がより多くの観光目的地との間の競争を，よ
り大きくなってきている潜在的な旅行者の誘致を
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（注） 月のQueenʼs Diamond Jubilee の式典を数百万人の人々が見守った。70日間に8,000マイルにわたり英国中を走
り回ったオリンピックの初夏の聖火リレーが数百万人を越える人々の注目を集めた。
月および月初めに開催され
たオリンピック・パラリンピック大会はロンドンおよびその他の英国中の旅行目的地に世界の総人口の半数をこえる
人々の注目を集めた（VB & VE Annual Report 2012/13，p. 4）。
目指して，行わなければならないことを意味して
いる。
多くの英国に対する旅行者の発生市場からの来
訪者は，それらの市場からのアウトバウンド旅行
者の全般的な伸びよりも低い伸びとなっている。
例えば，アメリカからの英国への来訪者は2006年
以来27％減少しているが，アメリカからのアウト
バウンド旅行者は全体としては％の伸びを示し
ている。
経済成長は，観光における成長が主要な推進役
を務めることとなる。例えば，中国市民によるア
ウトバウンド旅行に伴う支払いは過去10年間で
400％の伸びを示しており，現時点において中国
は世界において726億ドルに相当する市場となっ
ている。
LCC旅行，オープン・スカイ協定，ビザ免除，
先進国経済および新興国経済における持続的な成
長および経済の世界的規模化は観光の世界的な変
貌に寄与している。
⑷ 英国の観光は深刻な経済的な逆風にさらされ
ている
アメリカは，数値的には英国にとって最重要の
市場である。しかし，アメリカの経済の回復の遅
れは気に掛かるところである。
EU地域の目下の経済的な不調も大きな懸念材
料である。フランス，ドイツ，イタリアおよびス
ペインを含む西ヨーロッパの旅行者発生市場から
は，2011年には全部で約1,000万人の来訪者（来
英外客の約分の）が英国に来ている。
新興経済市場においても来英外客の伸びが鈍化
する傾向が出ている。
世界中の国々は，この経済的な不調の時期にお
いて観光が経済成長を推進するものと見做しつつ
ある。世界の観光市場における競争相手国は，積
極的にその勝負に挑んでより多くの来訪者を勝ち
取るための施策を探求しつづけている。
英国の世界の競争市場における競争力は2009年
の第13位から第位と大幅に順位をあげているが，
これはポンドの交換レートが大幅に下落したこと
が大きい。これによって英国は訪問するのに従前
よりもお金のかからない観光目的地となっている。
WEFの一連の諸事項に関す世界経済競争力の
チェックリストによれば，英国は文化歴史資源に
おいて第位と高い評価をされているが，価格競
争力においては140ヵ国のうち138位となっている。
国際観光市場において，英国はより多くの，よ
り優れた施策にを用いた各国との競争にさらされ，
より厳しい世界的な経済状況にも対応していかな
ければならない。
Ⅳ 取り組むべき課題
 競争力に影響する要素および戦略
⑴ 旅行者の多さおよび英国経済に対する観光の
価値
国際観光の経済的な収益を最大のものとするた
めに，英国の戦略は英国における観光の（物価上
昇率を調整した）実質的な価値を増大することを
目指さなければならない。
これを達成するためには様々な方法があるが，
具体的には，①日当たりの支払額を増やす，②
滞在期間を伸ばすおよび③英国への再訪旅行者を
増やし，来訪者の英国に対する生涯にわたる評価
を高めることが挙げられる。
国際観光における経済的利益は海外からの旅行
者による支払いによるものである。個々の来英外
客は平均して旅行当たり563ポンドを支払って
いる。しかし，中国人旅行者の平均的な支払額は
1,618ポンドである。また，どの来英外客も平均
して101ポンドの税金（VAT および空港使用税
を含む）を支払っている。
主要な旅行者発生市場から英国への休暇旅行者
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による滞在期間および平均的な支払額は，滞在期
間は日間，日当たりの支払額95ポンドあたり
に集中している。
英国の観光産品の価格の水準がその品質に値す
るものと評価されないのであれば，日当たりの
支払額を増やそうとすることは英国が比較的お金
のかかる観光目的地と見做される危険性が生じる。
たとえフランスおよびイタリアのような身近な競
争相手国と同じ値段であっても，英国は現時点に
おいてもお金のかかる観光目的地として認識され
ている。このような状況は2007年以来ポンドがほ
ぼ25％下落しているにもかかわらず変わっていな
い。
平均滞在期間を長くすることは観光客による英
国における支払金額を増大する結果につながり，
英国経済における観光の収益性を高めることとな
る。
2012年度において VisitBritain が主要な来訪者
市場について広範囲な分析を行なっているが，多
くの市場において英国における滞在期間を延ばす
可能性があることが判明した。このような可能性
は英国への休暇旅行の多くは短期滞在となってい
る西ヨーロッパ諸国に当てはまるものである。
しかし，2020年においても英国にとって最重要
な来訪者市場であることが予想されているアメリ
カからの来訪者の滞在期間を延ばすことは西ヨー
ロッパ諸国に比べて容易ではない。アメリカから
の来英外客の平均滞在期間は，アメリカ人の休暇
の際の平均滞在期間が
日間であるにもかかわら
ず，現時点においては日間である。
よって，いくつかの市場に絞って観光が大きな
成果をあげるためには，より多くの旅行者数を実
現することが最重要の方策となる。
しかし，来英外客の支払を伸ばす余地はある。
富裕な旅行者は湾岸諸国，中国，インド，ロシア，
ノルウェーおよびアメリカを含む多くの観光市場
において重要な構成要素となっている。これらの
市場における富裕層に対して“高級感あふれる”英
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図 顧客の構成要素分析
国を売り込むことは英国のイメージを高め，英国
観光の収益を増進するうえで重要な意義を有する
こととなる。
⑵ 顧客
現在の英国の海外観光宣伝は，あらゆる来訪者
市場の多様な構成要素を対象としている。
コンサルタントの報告および個別の市場を対象
とする VisitBritain によって実施された分析によ
る検証結果においては，家族旅行者の重要性がク
ローズアップされている。湾岸地域におけるよう
に家族が休暇を一緒に過ごすことが一般的な市場
において，この傾向は顕著である。
市場構成要素および顧客の目につく特性は，来
訪者市場ごとに異なっている。よって市場特性お
よび顧客の旅行性向に留意した働きかけが必要と
なる。
⑶ 大市場における減少傾向
フランス，ドイツ，スペインおよびアメリカの
つの市場が英国への来訪者の数および支払額で
全体の約分のを占めている。よって，これら
の諸国は非常に重要な市場となる。しかし，2006
年以来英国はこれらの市場からの来訪者の減少を
目の当たりにしている。スペインを別として，こ
れらの市場からのアウトバウンド旅行自体が伸び
ているにもかかわらず，来英外客は大幅に減少し
ている。
しかしながら，2006年以来英国に対する来訪者
数および支払額において大幅な伸びを示している
市場は，2020年の時点において他の市場からの来
訪者数および支払額の減少を埋め合わせるには十
分ではない。
中核となる来訪者市場からの来英外客の2011年
の支払額および2020年の支払額の予測を比較して
みる(注
)と，2006年以降来英旅行者数が大幅に減
少しているにもかかわらず，2011年に中核となっ
ている市場が2020年においても英国にとって最重
視すべきものとなっている。もっとも来英外客の
伸びの著しいのは湾岸諸国，ブラジルおよび中国
である。西ヨーロッパ，スカンジナビアおよびオ
ーストラリアなどの中程度に重要な市場において
も着実な伸びが予測されている。
英国の主要な来訪者市場は大まかに言って図
のつのカテゴリーに分けられる。
これらのグループにおける競合する需要要因に
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図 対象市場のカテゴリー分け
・再活性化市場（re-energy）
現時点ににおいて収益をもたらす大規模な価値と量を有する市場
e. g. アメリカ
・成長市場（grow）
成長の見通しが立ち，現時点において誘致が上手く行っている中規模の市場
e. g. ノルウェー
・手を加える必要のある市場（make）
英国の将来の観光を維持するためにより効果的に他の国と競争することが必要とされる急速に成
長している市場
e. g. 中国
・育成市場（nurture）
FCO や UKTI が関心を抱いており，観光面においても無視することはできないものの，
VisitBritain が現時点においては手を差し伸べていない市場
e. g. 韓国
（注
） Oxford Economicʼs Macroeconomic Model.
バランスよく対応することは英国の観光戦略にと
って重要な課題である。
⑷ 長期的な成長対短期的な成長
2020年においても来英外客および収益額の大部
分は既成市場が占めることが予測され，新興市場
は急速な伸びを示すものの，2020年における収益
面の寄与は既成市場に比べて低いこととなる。
新興市場は急速に伸長し続けており，英国の観
光収益に関する寄与はブラジル，ロシア，中国お
よびインド（BRICs）と同様に重要であると見做
されている。しかし，2020年までの英国における
観光の収益の増大に対する貢献度は限定的なもの
とならざるをえない。
これらの市場は長期的な（今後30年間にわた
る）成長の可能性が極めて高いが，英国の国際観
光市場における競争力の分析によれば，新興国旅
行市場における英国に関する知識や認識は薄いの
が現状である。このような市場に対しては時間と
経営資源を集中した旅行業界との提携が来訪者を
増大せしめるためのカギとなるが，官民折半の観
光振興活動のための基金拠出に対する民間部門の
関心はより薄いものとならざるを得ない。
英国政府は外交面においてその戦略的な重点を
ヨーロッパから新興国に再転換しようとしている。
そして，国際観光振興においても短期的に継続的
な収益を確保しつつ，長期的な観点から将来の繁
栄にとってカギとなる市場における地位を構築す
るために，経営資源をいかに効率的に使っていく
かが重要となってきている。
⑸ {その他の世界~に属する地域の来訪者市場の
育成
これまでに延べてきた以外の地域の市場も英国
における観光の成長を促進する上で重要な役割を
演じることになる。2020年までには年間350万人
のこれらの市場からの英国への来訪者が上積みさ
れることになる。これは BRICs 諸国から予測さ
れている来訪者よりも大きなシェアを占めること
になる。多くは小規模な市場であるが，これらの
国の予測されている経済成長率は新たに出現して
くる旅行者に英国を訪れるように促す余地がある
ことを示唆している。
現時点において，VisitBritain が使える経営資
源には限りがあることから，インドネシア，メキ
シコその他の多くの同じような市場において海外
観光宣伝事務所を新たに開設することは不可能で
ある。2010年の予算削減策の公表以前には，
VisitBritain は35市場において海外宣伝事務所を
設置しており，その中には FMOにとって重要な
ものが含まれていた。
しかし，現在 VisitBritain の有する経営資源，
プラットホームおよび観光宣伝資料を，民間部門
の partner を含む他の組織および外務省の pros-
perity teams によって活用してもらう方法を開発
し，検討する余地がある。
⑹ 都市部対農村部
現在は世界の人口の半分以上が都市に居住して
いる。国連人口基金は2030年までに50億人を越え
る人々が都市に居住するものと確信している。こ
の人口の都市への集中は富の都市への集中と軌を
一にしている。インドの高額所得者は2025年まで
に約2,400万人に達し，インドの
つの大都市に
集中することになる。中国においては，上海は
2025年までに世界中の都市の中で番目に高い
GDPの都市となり，北京は番目に高い GDPの
都市となる。アメリカにおいては，ニューヨーク
およびロスアンゼルスからだけでほぼ100万人の
旅行者が英国を訪れている。McKinsey は2010年
から2025年の間に世界の600の大都市が世界の
GDP の成長の65％を占めることになると予測し
ている。
このような富と人口の集中を前提とするのであ
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れば，都市は農村よりも観光宣伝活動のより明確
な対象となってくる。加えて，主要な交通インフ
ラ─特に国際空港─はしばしば大都市に近接して
おり，英国への旅行を容易なものとしている。
英国の Great image campaign が2012年度にお
いてヵ国の15都市を対象にして行われたのはこ
のような傾向を踏まえたものである。
しかし，ドイツは約8,200万人が農村地域に居
住している。ベルリンは最大の都市であるが400
万人が居住しているに過ぎない。他のヨーロッパ
の国々もドイツと同じように都市と農村地域にバ
ランスよく富が分散している状況にある。
⑺ 消費者のコスト意識および値頃感
NBI の調査は，英国はたとえフランスやイタ
リアと同じレベルの料金水準であっても，お金の
かかる旅行目的地として認知されていることを示
している。
フランスやイタリアは，我々が対象としている
観光市場において英国よりもお金のかかる旅行目
的地とみなされている。しかし，過去年間にお
いて，フランスやイタリアはこれらの市場におけ
る シ ェ ア を 伸 ば し て い る。一 方，英 国 は
VisitBritain の海外事務所が置かれている21の観
光市場において，ブラジルを別として，当該市場
におけるシェアを落としている。
英国を訪れた人々は英国を訪れていない人々に
比べて英国は高くないと考えている。英仏伊国
の内で英国は料金面に関しては競争相手国に著し
く後れを取っているわけではないというのが国際
旅行者たちの見解である。
英国の豪華ホテルはフランスやイタリアの豪華
ホテルと比較して支払ったお金に見合うものであ
ると評価されている。来英外客は英国の B&B や
簡易ホテルの料金も手頃なものとみなしている。
英国において効果的に値頃感をもたらすものと
して強力な土産品の提供がある。ロンドンにおい
て買い物をした長距離旅行者はパリで買い物をし
た時よりもずっと値頃感があると言っている。
英国通貨の他国通貨（アメリカ・ドル，オース
トラリア・ドル，ユーロおよび中国元）に対する
2008年以降の25％の下落は，英国旅行をより値頃
感のあるものとしている。
今や，英国を訪れた際の経費に対する誤った認
識の解消に本気で取り組み，英国に関して既に好
ましいと見做されている分野を売り込むための絶
好の機会である。
しかし，交換レートによるメリットはごく一時
的なものであることを忘れてはならない。
⑻ 業務旅行とイベント参加
業務旅行は英国への国際観光の重要な構成要素
となっている。
現在の行催事（business visits and events:
BVE）観光の規模は360億ポンド以上となってお
り，2020年までには480億ポンドを越えるものと
予測されている。2012年は130万回の業務がらみ
の BVE に億300万人の参加者があり，そのう
ち700万人が来英業務旅行者である。来英業務旅
行者数およびその支払額は他の目的の旅行者たち
よりも高い率で伸びている。2012年は％の伸び
を見せており，2008年以来最高の伸びを示してい
る。
2012年のロンドンは，英国が BVE およびイン
センティブ旅行の目的地としての評価を高めてい
る。新たな BVE 開催施設整備のために120億ポ
ンドを越える投資が行われており，既存の施設の
20％以上が改良と拡大を行うことが報道されてい
る。BVE 部門はオリンピック開催の成果として
業務旅行およびインセンティブ旅行に関わる支出
により億ポンドの収益をあげている。この10年
間の残りの期間を通じて英国は世間の耳目をひく
ような一連のスポーツイベントを開催し，国際的
な医療および科学会議を開催することになってい
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る。
BVE はオリンピック開催による成果の恩恵を
被っており，英国観光の将来の成長に対してかな
りの寄与をするものとなっている。2012年におい
て業務旅行は休暇観光旅行よりも早い成長を示し
ている。
zEvents are GREAT Britain|は GREAT キャ
ンペーンが BVE 観光に本気で取り組むために活
動範囲を広げることができる事例を示すものであ
る。
 英国にとっての中核的な市場
英国の国際観光市場における競争力に関する評
価に基づく総合的な分析は，英国がその世界市場
における競争力を改善し，英国経済に対する観光
の経済的な貢献度を高めるために来訪者数および
収益を高めるために真剣に取り組む必要のある以
下のつの課題が明らかにしている。
⑴ イメージ
英国は，海外において一般的に強くて明るいイ
メージを持たれており，このようなイメージは
2012年のオリンピック開催に関する世界中におけ
る報道によって高められている。具体的には創造
性，文化遺産・文化，絵画・音楽そしてもてなし
の良さである。もてなしの良さは観光にとっての
カギとなる指標である。旅行先で歓迎されている
と感じた旅行者はその観光目的地を訪れることを
他の人々にも勧めるようになる。
旅行者に対する温かい受け入れおよびボランテ
ィア精神は，飛び切り素晴らしい英国の一面を示
すものである。そのような温かくて活気に満ちた
もてなしは強化される必要があり，そうすること
によって英国はビジネス，教育，貿易，歴史にお
けるその果たした役割を称賛され，見逃すことが
できない休暇の経験をすることができる旅行先と
見做されることとなる。
⑵ 旅行業者との契約
旅行業者は英国観光の売り込みのための重要な
ルートであり，多くの市場において来訪者を増や
すためのカギとなっている存在である。たとえば，
中国における旅行の申し込みの75％までは旅行業
者経由のものであり，オーストラリアにおいては
70％を越えている。中核的な市場における大手の
ツアーオペレーター，旅行代理店グループおよび
旅行業協会とのより戦略上重要な取り決めは彼ら
のブローシャーにおいて英国がより大きく取り上
げられることを確実なものとし，英国に来る可能
性のある旅行者に対する観光産品の種類を増やす
こととなる。加えて，パッケージ化されたり，海
外市場に提示する英国の観光産品を増やすことは
重要であり，ロンドン以外の地域にとって特に重
要なことである。
⑶ 観光産品
英国は一般的には競争力のある観光産品を提供
している。豪華ホテル，買い物，文化遺産，文化
およびアトラクションは世界的な水準にあり，英
国を訪問した人々にとって価値があるものと思わ
れている。しかし，英国は中級クラスの宿泊施設，
食べ物，飲み物に関しては主たる競争相手よりも
やや劣ると旅行者には評価されている。これに関
しては観光産品の品質をより高め，誤解を解くた
めには現在行なっている広報活動を通じて解消す
る以外ない。
⑷ アクセスの改善
来英外客に対して英国の運輸・交通面で改善さ
れるべきつの課題がある。それらは
① 短期的には，英国と海外の地域空港との間に
いかにして新規の航空路線を開設させるかとい
うことである。これは地上に新規の受入施設
（空港，滑走路などの増設）を整備することな
くして，座席数を増加させる方策の提案である
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② 英国に入国後の旅行を容易にすることである。
そうすることにより，国際旅行者は英国内を効
率的に動き回ることが可能となり，ロンドン以
外の場所の訪問を促進させることができる
③ 長期的には，観光を成長せしめるのに最も重
要であり，英国が航空会社およびその乗客に対
して競争できる旅行先として留まることを確か
なものとするために新規の空港容量の整備をお
こなうこと
である。
また，ビザ発給制度においては，国境の警備を
緩めることなく英国にやってくる信用のできる旅
行者を入国しやすくする必要がある。海外からの
来訪者は，原則として，英国を訪問する際にはビ
ザを必要とするが，英国の内務省はシェンゲン条
約加盟国や他の諸国に比較して，我が国のサービ
スが見劣りがしないよう一層の改善に努めること
を約束している。
2012年後期に Home Office（内務省）は中国に
対する一連の改善策を発表している。
Ⅴ 現状からいかなる方向に向かうべ
きか
 望むべき方向
2020年までに4,000万人の来訪者を達成するこ
とは，英国の現時点の水準に比較して大変な数の
来訪者を増やさなければならないことを意味して
いる。
具体的には
① 2020年には2012年に比べて年間900万人の来
訪者数を付加
② 年間87億ポンド（現在値）の旅行者の支払い
の増加
③ 英国全体で20万人分の新規の雇用を確保
することである。
このシナリオは現時点における観光宣伝の水準
および政策を踏まえて描かれている。このシナリ
オにおいて，VisitBritain の観光宣伝用の資金は
戦術的かつイメージ形成のためのキャンペーン活
動による毎年の来訪者の増加によって維持される
ことになっている。
 戦略─政策，活動，VisitBritain の組織
今回の戦略はつのカギとなる要素から成り立
っている。すなわち，英国のイメージを改善し，
中核となる旅行者市場における旅行取引を通じて
旅行者の移動を促進し，必要に応じて観光産品を
改良し，ビザ発給手続きの改善及び航空輸送容量
を増大して英国訪問をより容易なものとすること
である。（図参照）
⑴ 英国のイメージの改善
英国のイメージを高めるために以下のような活
動が行われてきている。
① Great Britain キャンペーンは，英国の長期
間にわたるイメージを構築する役割を担ってい
る
② 観光に直接関係のないブランドや partner が
旅行目的地としての英国に対する関心および認
識を広めて深める上で積極的な役割を果たして
いく
③ VisitBritain は年間にわたる億ポンドの
観光宣伝キャンペーンを推進していくうえで民
間部門の partner を勧誘する役割を今後とも継
続する
④ 宣伝広告および PR活動において英国の強み
（文化遺産，伝統的および現代の文化）を売り
込み，自覚されている弱み（自然の美しさ，食
べ物，値頃感，もてなし）の改善に本気で取り
組む
⑤ IT を活用してzambassadors for Britain|を
産み出し，戦術的で映像活用の広報宣伝を拡大
する
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英国は一般的に海外において力強い積極的なイ
メージを享受している。しかし，英国はビジネス，
貿易，歴史および文化においてその果たす役割を
称賛されているが，必ずしもワクワクするような
休暇旅行先とは見做されてはいない。
海外における英国のイメージはロンドンによっ
て形成されているきらいが強い。ロンドンは英国
にとって（世界中の人々が知っていて訪れてみた
いと考える）世界都市として大きな観光資産とな
っている。しかし，英国は自然景観の美しさ（多
くの休暇旅行者が旅行先を決める際の大きな要
素）が競争相手国よりも優れているとは評価され
てはおらず，観光目的地としての英国の評価にお
いてはこのような先入観がある程度影響すること
となっている。
英国のイメージは単に政府観光局だけではなく，
より多くの関係者によって形成されている。
中国において英国のブランド品は，シャネル，
ルイ・ビトンおよびプラダのようなフランスやイ
タリアのブランド品よりも知名度が劣っており，
バーバリーのみが英国のブランド品としてトップ
10に入っているに過ぎない。
UAE においては，パリがz光り輝く都市|と
呼ばれ，文化，芸術およびファッションの中心地
として認識されているのに対して，ロンドンは
z霧の街|と見做されている。
英国はフランスやイタリアを含む競争相手国よ
りお金がかかる訪問先と認識されていることによ
り，旅行者誘致競争において苦戦させられている。
しかし，宿泊施設および航空料金において英国は
競争力があり，多くの場合，競争相手国よりも安
上がりとなっている。豪華ホテル，B&B および
買い物も英国を訪れた人々には値頃感があると評
価されている。
一国のイメージの形成は，変えるのに時間がか
かり，長期間にわたる努力と変化をもたらすため
の観光宣伝のための資金の投入が必要となる。多
くのカギとなる市場において英国は発言の機会を
高めるために努力し続けている。
⑵ 主要市場における旅行事業者との協力活動
旅行事業者との協力活動としては以下のような
ものがあげられる。
① 英国を観光宣伝ブローシャーに掲載させて，
旅行業者に売らせる
② 英国のより多くの地域をパッケージ化して旅
行業者に売り込み，海外からの旅行者に売り込
む
③ VisitBritain の観光産品を売り出して流通さ
せる戦略において，GREATキャンペーンおよ
び戦術的な広報キャンペーンを展開するために
英国が国内のみならず海外の旅行業者と一緒に
活動することを認める
④ 英国内におけるBVEの販売促進を支援する
旅行業者は多くの市場において来訪者を増やす
うえでカギとなる存在である。
選別された旅行取引市場においては，有力なオ
ペレーター，旅行代理店グループおよび旅行業者
協会との間のより戦略的なトップレベルの提携は，
観光宣伝ブローシャーにおいて英国の観光産品を
より大きく取り扱うことを確実なものとし，潜在
的な来訪者に対する多様な観光産品の提示を増大
することにつながる。
ヨーロッパの競争相手国に比較して，英国はブ
ローシャーのページ数（英国専門の代理店は別と
して）において記述が少ないだけではなく，英国
を主題にした旅行案内書が少ないことが判明して
いる。フランス，イタリアおよびスイスに関して
は，旅行ブローシャー数において英国の倍（時
には倍）となっている。
英国は，旅行産業が積極的に英国を他の競争相
手国より積極的に売り込むことを保証する明確な
取引契約により，ブランドの売り込みをしっかり
行なっていく必要がある。このことは，
ホスピタリティ・マネジメント Vol. 5 No. 1 2014年月
78
VisitBritain が観光産品に関わる情報を広め，旅
行業を鼓舞することに努めるとともに，市場にお
いてカギとなる旅行業者との partnership による
マーケティング活動に資金を提供するための新た
な財源を必要とすることとなる。
ロンドンは，多くの国際旅行者が初めての訪問
地として選び，英国が観光収益をあげ続けるため
に必要とされる世界中に英国をアピールするため
の中核となる資産である。2011年においては，英
国における来訪者の宿泊の支払いの半分以上がロ
ンドンにおいてなされるという他のヨーロッパの
競争相手国が経験することのないような旅行先と
なっている。
このような実態を踏まえると，再訪旅行者に対
してロンドン以外への地域に旅行するように勧め
ることには大きな可能性がある。しかし，旅行業
者から提供される観光産品のほとんどがロンドン
に集中しているため，旅行者がそのような機会を
見逃している状態である。
⑶ 需要に対応した幅広い観光産品の提供
多様な需要に対応した幅広い観光産品を提供し
ていくためには
① 英国の旅行業者および政府観光局は英国の提
供する観光産品が海外の消費者の需要に幅広く
対応しうるものとなるように協力して活動する
② より多くの観光目的地がパッケージしやすく，
旅行会社に委ねられた観光産品が国際観光市場
で競争力があるものとなることを確実にする的
を絞った戦略を実施する
ことが重要である。
英国の豪華ホテル，買物，文化遺産，文化およ
びアトラクションは国際水準のものであり，英国
を訪れた人々にとって十分に値打ちのあるものと
考えられている。しかし，英国は中級の宿泊施設
および飲食サービスは競争相手国よりも価値が劣
ると評価されている。
飲食，宿泊およびアトラクションの質と価格は
休暇旅行先としての英国に関する概念を形成する
上で重要であり，旅行者が歓迎されていると感じ
るための極めて重大な手段である。
英国にとって，中核的な市場に働きかける観光
産品を開発するための機会が控えている。
ドイツ市場からのツアグループのためのつ星
クラスのホテルが不足しており（特にかなりの需
要があるデボンおよびコーンウォールにおいて），
オランダ人はもっとキャンプや野外活動の機会が
あることを望んでいる。
スカンジナビアの人々はその夏季の休暇を自炊
式のコテージに滞在して過ごすことを好んでいる。
交通の便の良さ，ポンドの交換率の下落，文化的
な結びつきの良さを活用して英国における自炊施
設付きのコテージ滞在をスカンジナビア市場にお
いて売り込む絶好の機会となっている。
フランスにおいては，有名百貨店においては補
助員が中国語を話し，多くの中国人客が宿泊する
ホテルにおいては中国語の TV チャンネルが見
られるようになっていてお茶のセットが部屋に用
意されている。しかし，英国においては，観光関
連施設の所有者や旅行目的地の多くは国内市場に
目が行なっていてこのような対応が遅れており，
国際観光においてもたらされているチャンスを見
逃している。
⑷ 英国へのアクセスの改善
英国政府のアクセス改善のための政策は以下の
通りである。
① 月に英国政府は，航空の経済的な利益と地
域における環境影響および気候変動における政
府の目標を管理することにより両者の均衡を取
ろうとする航空に関する政府の目標を示す航空
政策の枠組みを発表した
② 主要な旅行者市場において接続性を向上させ
るために英国の地方空港と観光目的地との間の
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新規の航空路線を整備することを奨励する
③ FCO，Home Office（内務省）およびその他
の英国のビザ発給体制に対する誤解を解きたい
と考える関係省庁との協力関係の下に活動し，
英国の競争力を保つためのビザ申請手続きの実
質的な改善点を明らかにし，実施して行くこと
を継続していく
空路による来訪が英国への海外旅行者にとって
主たるアクセス手段となっている。Cap Stats
（航空輸送統計サービス）によれば，①年間75万
回を越える英国発の定期便がある，②英国は114
ヵ国の400の空港と繋がっている，および③英国
は1,000万人以上が居住している55都市との直行
便があるという特色を有している。
Department for Transport（運輸省）は2011年

月に最新の空港利用の将来における伸びの予測
を発表している。その概要は以下の通りである。
① 2030年までにロンドンの全ての主要空港の利
用は満杯になる。しかし，この予測には一定の
幅があり，満杯になるのは早ければ2025年，遅
ければ2040年ということになる
② 2014年までには，全体の伸びにより南東イン
グランド地域以外の地方空港は受入容量が逼迫
することになる
③ 新たな滑走路の整備がなされない場合におい
ても，2050年までに英国は，ターミナルの容量
が逼迫することがないのであれば，年間3,200
万人弱の国際線ターミナル利用者を受け入れる
ことができる
政府は観光の伸びに対応するためにどのくらい
新たな空港容量が必要かを調査し英国が長期的に
航空会社およびその乗客に対して競争力のある旅
行先として生き残ることを確実にするために独立
した Airport Commission を設立した。Airport
Commission は2013年の末までに今後年間にお
ける現在ある滑走路の使用方法を改善するための
緊急措置に関する勧告を作成し提出することにな
っている。
英国にやってくる外国人旅行者のうち，毎年約
170万人分の入国ビザが発給されているが，アメ
リカ等で実施されているように英国にやってくる
身元の確かな旅行者が高いサービス水準のビザ発
給手続きを受けられるようにすることが重要であ
る。
⑸ partnership による活動
英国の財政状況は依然として厳しい状況に留ま
っている。官民両部門が協力して活動を行う
partnership は，英国が国際観光市場においてそ
の競争相手に対して優位に立つことを可能にする
ための最善の手法と言えるものである。
これには以下のつの課題がある。
（a） プロジェクトの優先順位および資源（財源）
を提携させるための一連の組織にまたがる
partnership の推進
VisitBritain は2010年の Comprehensive Spend-
ing Review 以前には35市場を対象にしていたが，
海外事務所の削減により現在は21市場において活
動している。
VisitBritain の資金供給は英国に対して大半の
来訪者および収益をもたらす既成市場に対して重
点を置いてなされている。そして，そうすること
により速やかに経済的な成果を得ることができる。
そして，この10年間では成果を得ることはできな
いものの，より長期的にはそれなりの成果をもた
らすであろう諸国に対して来英旅行者市場を育成
するための資金供給を減少させることにつながる。
観光・旅行産業は既成市場（速やかにより大き
な成果を得ることができる）における観光宣伝活
動に対する官民折半の資金提供の取り決めに喜ん
で応じる（既成市場における観光宣伝により大き
な貢献をすることとなる）可能性があり，その結
果として VisitBritain は限られた財源を発展途上
市場にまわすことができるようになる。
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（b） 観光宣伝に関わる組織の範囲の拡大
The GREAT Britain キャンペーン（VisitBritain，
UKTI，FCO，その他の政府機関および民間組織
が一緒になって海外における英国のイメージを築
くための市場開拓キャンペーンを展開し，英国が
訪問し，投資し，留学するのに素晴らしい場所で
あること示した）は非観光事業者たちが英国のイ
メージを世界中に広める役割を果たしたことを示
し，このキャンペーンが観光および投資の決定に
影響を与えたことが明らかになった。
非観光産業のブランド力および partnership は
観光目的地としての英国への関心および認識を広
げ深めるうえで有効な役割を果たしている。一国
のイメージおよびブランドの認識は観光宣伝キャ
ンペーンだけではなくその国に関わる生産物，環
境，活動によって左右されるものである。このよ
うな広い範囲にわたる影響力を及ぼす人々との協
働活動は英国に対する認識を変え，我が国のイメ
ージをより一層高め，観光にとっても有益な方策と
なる。
（c） 他の分野の戦略に観光をはめ込む
観光の性格は，直接的，間接的に広い範囲にわ
たる組織や課題によって影響を被るものであるこ
とを示している。
partnership において，我々は官民の両分野に
わたる組織に対して，観光の経済成長における潜
在的な可能性を2020年までの残りの期間において
発揮させるために，いかにして幅広く提携させて
いくかの議論を始めようとしている。
The GREAT Britain キャンペーンは､これまで
に VisitBritain が FCO，UKTI，British Council
などと partner として活動することを実現してい
る。公共部門の他の部局も政策や資金の提供を通
じて観光への重要な影響を与えている。
観光振興活動は国からの委任事項となっており，
スコットランド，ウェールズおよび北アイルラン
ドは独立した観光局を持っている。ロンドン市長
も観光振興部局─ London & Partners─を傘下に
抱えている。VisitBritain はこれらすべての観光
局と密接に連携を取りながら活動を行なっている。
観光振興において民間部門は中核的な役割を担
っている。民間部門は既に英国の海外宣伝事業に
かなりの支援を提供している。このような part-
nership は今後英国の観光宣伝を幅広いものとし，
推進していくための良い先例となるものである。
⑹ 観光に影響を与える各省の役割
観光に影響を与える各省およびその役割は図
の通りである。
⑺ 新たな挑戦に対処しうる VisitBritain のあり
方
Delivering a Golden Legacy はその目標を達成
するために広範囲にわたる政策および市場開拓の
活動を展開することとなる。
英国が国際観光市場における世界的な競争に対
応していくためには政府，英国および海外の観光
産業ならびに政府観光局を含めたより高度の協力
を必要とする。
VisitBritain は来訪者数および経済的な利益を
もたらしている最重点市場における活動を将来の
成長をも確保しつつ継続していくが，同時に，
FCOの成果をあげているネットワークを含む意
欲的な partner と協力しながら，その保有するあ
らゆる手段をより広い範囲の市場に対して最大限
に活用していくこととなる。
このような柔軟性に富む取り組み方は，英国の
観光振興政策においてアジア，中南米およびアフ
リカの新興経済圏全体における成長を取り込んで
いくことを着実に行い，VisitBritain の財源を最
終目的の達成のために重点的に投入することを可
能にする。
VisitBritain は，2013年の推移を踏まえて2014
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年から2016年にわたる優先市場に対する詳細な戦
略を発表する予定である。アメリカ，フランス，
ドイツ，ブラジル，インド，中国および湾岸地域
をカバーしている最初の調査シリーズはこの戦略
文書と同時に刊行される。
英国としては，現在 VisitBritain が活動してい
る21市場における予想した成長を達成した場合，
それ以外の市場においては350万人以上の来訪者
を誘致する必要がある。
このことは，英語を話す非中核的な市場（ex.
アイルランド，南アフリカ）および新興国市場に
使用しうる一連の汎用性のある観光宣伝資料を開
発する必要性を浮き彫りにするものである。
VisitBritain は FCOおよびその他の partner とと
もにこれらの宣伝資料を最大限に活用して活動を
推進することとなる。
官民両部門にまたがって活動を行う partner-
ship は，英国が国際観光市場における地位を改
善することを可能にする最良の機会をもたらすも
のである。
観光は2012年のロンドン・オリンピックのもた
らした経済的な成果を具体化することのできる産
業部門である。観光は，直ちに英国全体において
あらゆる技能レベルの雇用を生み出し，また，最
も必要とされる経済成長をもたらすことができる。
今やそれを実現し，黄金の実りを確かなものと
するときである。
【VB & VE Annual Report 2012/13からの補足情
報】
Delivering a Golden Legacy の記述において，
説 明が 不 十 分であったり，欠 落している
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図 観光関係各省およびその役割
文化・メディア・スポーツ省
Department for Culture, Media and Sport
Visit Britain の所管省で観光政策および VisitBritain および
VisitEngland に対する観光振興補助金に対する責務を負っ
ている。観光の中核的な構成要素（博物館，価値創造産業及
び芸術）の大部分およびデジタル産業を所管
大蔵省
Her Majestyʼs Treasury
英国の海外観光宣伝に対する資金供給の決定権を持ち，観光
に影響を与える空港税，VAT および非居住施設固定資産税
などの政策の決定を行う
内務省
Home Office
ビザ発給および入出国管理を通じて英国への旅行の容易化に
強い影響力を有する。
UK Border Agency および the Border Force の所管省。また，
各種資格免許などで観光に影響する他の事項も所管
運輸省
Department for Transport
航空および海運政策を通じて英国へのアクセスの容易化に強
い影響力を有する。また，英国の国内交通網も所管
外務・英連邦省
Foreign and Commonwealth Office
GREAT Britain キャンペーンの partner であり，VisitBritain
の海外事務所スタッフは FCOの事務所に駐在（located）。
観光は英国の外交およびソフトパワーの構成要素となってい
る。British Council を所管
ビジネス・イノベーション・職業技術省
Department for Business, Innovation and Skills
GREAT Britain キャンペーンの partner であり，コミュニ
ティ・地方自治省とともに Local Enterprise Partnership
（地方企業連合）および Regional Growth Fund（地域開発基
金）を所管し，貿易・投資総局を所管
コミュニティ・地方自治省
Department for Communities and Local
Government
地方自治体および地方の開発計画制度を所管し，地方企業連
合及び地域開発基金をビジネス・イノベーション・職業技術
省とともに所管
エネルギー・気候変動省
Department of Energy and Climate Changes
英国のエネルギー料金設定を含めたエネルギーおよび気候変
動政策，EUの炭素排出権取引及び風車の設定場所の選定を
所管
VisitBritain の活動に関する事項を取りまとめて紹
介し，本戦略の理解を深める一助とすることとした。
 2012年度の関連情報
⑴ VisitBritain の組織目標
VisitBritain の Vision は世界中の人々に英国を
訪れるように勧めることであり，Mission は民間
事業者，国および地域との partnership のもとに
活動して英国への観光の価値を高めることである。
VisitBritain は英国中で休暇を過ごす海外から
の旅行者を増やし，英国の世界水準の旅行先とし
ての英国の順位を改善するために以下のつの戦
略を掲げている。
① 海外からの旅行者が英国を訪れて各地を見て
回る
② 海外における観光宣伝を支援するための世界
的な ITネットワークを開発する
③ 政府および民間産業に対して観光に関する
（特に英国の世界的な競争力に影響を及ぼす問
題に関して）助言を行う
④ partner契約および商業活動を通じて公共投
資の効果を最大化する
⑵ VisitBritain の観光振興活動
2012年度において Queenʼs Diamond Jubilee お
よびオリンピックの年の観光の潜在的な可能性を
最大限に発揮せしめるために，VisitBritain は高
度に統一されたマーケティング計画および PR活
動を既存の補助金および新たな政府補助金を活用
しながら開始した。英国の観光目的地としてのイ
メージとそこを訪れたいという気持ちを引き起こ
すための活動は，民間事業者との官民等分負担に
より2011年から2014年の間に産み出される億ポ
ンドの基金をマーケティング資金として活用し，
追加的な政府補助金も活用された。
月，
月および月のヵ月間の海外からの
約68万5,000人の来訪者はオリンピック開催関連
の旅行者であると見做すことができ，これらの旅
行者は人当たり平均で1,350ポンドを支払い，
総額で億ポンドを支払っている。
2012年において，英国はこれまでオリンピック
開催国が経験したような年間の来訪者数および支
払額の減少を避けることができた（注）。
オリンピックによって生み出された勢いを維持
するために，新たに1,350万ポンドのマーケティ
ング活動がパラリンピックの閉会式の翌日から開
始された。
⑶ 組織，補助金，定員
VisitBritain の海外事務所の在外公館や British
Council の事務所への同居が継続されている。北
京，香港，上海，ニューヨーク，トロントおよび
シドニーにおいて無事成功裏に移転しており，ア
ムステルダムの総領事館への引っ越しによりヨー
ロッパの全ての VisitBritain の海外事務所は今や
移転済みということになる。24の海外事務所のう
ちつだけが独立した事務所を構えていることに
なるが，そのうち，デリーおよび東京のつの事
務所は2013年度の早い時期に移転することになっ
ている。加えて，VisitBritain のアジア・太平
洋・中東地域の統括事務所は，湾岸地域の成長の
重要性に対応し，湾岸地域の航空会社との戦略的
な関係を築く上での便宜を考えてシンガポールか
らドバイに移転している。
2012年の British Tourist Authority に対する国
からの補助金は図の通りである。
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（注） 英国統計局の International Passenger Survey をみると，2011年に比べて12年は通年では来英外客数および彼ら
の支払額は増えている。しかし，オリンピック開催関係の月から月までのか月間の来英外客数は2011年の同じ
期間に比べて減少している。地域別に見ても2012年の第四半期はロンドンを含めてほとんどの地域で減少しており，
ウェールズのみが微増となっている。よってオリンピック開催期間中の来英外客の減少は否み難いものがある。
2012年度の BTAの雇用関係数値は図	の通り
である。BTA は臨時的に代理店や契約スタッフ
を事業目的達成までの期間に使用している。これ
らは常勤雇用者の17人分に相当する。なお，2012
年度の強制退職者数は人である。
 2013年度の VisitBritain の活動における
戦略上の優先事項
VisitBritain の2013年度に対する野心的な目標
は，2012年度の特別な状況から生じた。
収益を長期間維持することを確実なものにする
ことである。そして，2013年の夏までに2012年の
オリンピックの観光面における成果を明らかにし，
2015年までに VisitBritain は雇用の増加および観
光に帰することのできる成長を明示し，2020年ま
でに4,000万人の国際旅行者を誘致するために正
しい方向にあることを明確にするつもりである。
このために，VisitBritain は2013年度における
以下の優先事項を定めている。
① 英国が訪問し，勉強し，投資し，そして事業
を行うのに素晴らしい国であることを認識して
もらうために関係省庁と協働して活動する上で，
VisitBritain は Great Britain キャンペーンにお
ける先導役としての役割を継続する
② 官民折半の億ポンドの基金の戦術的な計画
の年目を開始し，営業活動を推進するための
partner を増やし，高い利益を確保することに
より，GREAT Britain ブランドを世界中に広
める
③ 成長を妨げる要因を克服するために民間およ
び公的な部門の partner と一緒に取り組むこと
により，長期的な英国の観光戦略を実施する
④ 個別の市場における適切な目標，活動および
手段を明らかにするためにインバウンド市場に
おける類似した性格の市場をつの種類（ʻre-
energiseʼ ʻgrowʼ ʻmakeʼ ʻnurtureʼ）（図参照）
に集約して対応することにより，国際観光市場
における英国の存在を維持していく
⑤ VisitBritain のマーケティングに反映される
調査，分析，消費者および市場の洞察を行うこ
とにより観光産業のために有益な組織であるこ
とを示し，VisitBritain が政府にとって信頼で
きる助言者としての立場を強化する
⑥ 英国の競争力に影響する政策課題に関する作
業を継続する。VisitBritain は英国のソフトパ
ワーや新興国との関係などの政府全体にわたる
優先事項についても率先して取り組む
そして，2013年度には英国への来訪者を新たに
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図 2012年度 BTA補助金
（単位：百万ポンド）
VisitBritain VisitEngland BTA（total)
管理協定によるGIA（DCMS 補助金） 24.592 8.500 33.092
追加補助金─ GREATキャンペーン 12.500 3.000 15.500
その他 0.400 （0.320） 0.080
計 37.492 11.180 48.682
図 雇用関係数値
Group BTA
年 度 2013 2012 2013 2012
マーケティング 181 209 181 209
海外支援（マーケティングおよび管理運営） 10 16 10 16
管理運営（議長および sharedサービス） 44 43 44 43
全職員数 235 268 235 268
130万人多く誘致し，万9,000人分(注10)の新規雇
用および億5,000ポンドの新たな収益を生み出
す。
英国が訪問したり，勉強したり，投資したり，
事業を行うのに素晴らしい場所であることを政府
とともに宣伝しながら，VisitBritain は GREAT
キャンペーンにおいて先導者としての役割を演じ
続けている。政府は英国に行きたいという気持ち
を高めさせるためのつの市場に絞ったイメージ
キャンペーンに対して1,200万ポンドの拠出を約
束している。
終わりに
キャメロン政権の発足に伴い，英国経済におけ
る観光の重要性と今後の経済発展において観光振
興を推進していく必要性を認識したキャメロン首
相のイニシアティブのもとに2011年月に
zGovernment Tourism Policy|が発表された。
この政策に基づき，2011年月から官民折半の
億ポンドの観光振興基金からの資金をもとにし
て，2015年までに来英外客を400万人増大させる
観光宣伝キャンペーンを開始している。これに加
えて英国政府主導の CREAT キャンペーンが
2011年秋から開始され，2012年において継続され，
2013年においても継続されることとなっている。
2012年月にはキャメロン首相から GREAT
キャンペーンの成果を生かすべく，オリンピック
終了後も止むことなく英国を売り込むキャンペー
ンを継続するべきであるという指示がなされ，
VisitBritain より Delivering a Golden Legacy の
原案がとりまとめられた。これを基にして2013年
月に最終案が発表された。
Delivering a Golden Legacy は2020年までに
4,000万人の来英外客を達成することを目標とし
ており，具体的には，①2020年には来英外客を
900万人増やす，②年間の来英外客の支払額を87
億ポンド（2012年価格）増やすおよび③英国中の
観光産業において20万人分の新たな職場を創出す
ることとなる。
英国の観光振興政策は，①英国のイメージの向
上，②旅行事業者活動を通じての観光商品の流通
の増大，③提供する観光産品の充実と多様化およ
び④英国へのアクセスの改善 のつの要素を踏
まえて策定されている。
このため英国の置かれている国際観光市場にお
ける立ち位置および国際観光振興の推進面におけ
る利害得失に関して詳細な検討を加え，具体的な
市場別・セグメント別の観光振興のための戦略を
構築している。
加えて，その推進において民間事業者等の応分
の負担を得ての官民の partnership による観光振
興活動が重要であることが指摘されている。
zGovernment Tourism Policy|の発表以来，キ
ャメロン首相のイニシアティブのもとに一時も弛
むことなく，矢継ぎ早の国際観光振興策の策定お
よび実施であり，2013年以降も新たな政策展開の
ための検討とその成果の発表が予定されている。
【キャメロン政権の観光政策の評価と課題】
 2012年のオリンピック開催という稀有の機会
を活用して英国観光の振興を促進し，英国経済
の発展を図ろうとするキャメロン首相の強い意
向を踏まえて，各種の施策が講じられた。結果
は世界の観光市場における英国の地位を引き上
げることに成功し，この機会に2012年の成果を
2013年以降により充実したものとするための施
策を講じていくこととしている。
しかし，オリンピック開催時の月，
月お
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（注10） VisitBritain: Businness Plan 2013-2014（p. 4）の数値。
よび月における来英外客数は対前年同期比で
減少しており，2012年が実り多き年であったと
言い切るのにはいささか疑念がある。
この意味からも，2020年までの観光振興戦略
であるDelivering a Golden Legacy を策定し，
2012年までに講じた各種施策の成果をより確実
なものとしようとすることは時宜を得たものと
思われ，Government Tourism Policy の成否は
今後の推移を待って行う必要があると思われる。
 2012年のオリンピック開催を目指した政府主
導の GREAT キャンペーンは，特別な財源措
置を講じたこともあり，華々しく展開され，世
界の観光市場における英国の露出度を高めてい
る。これを一過性のものに終わらせないために，
Delivering a Golden Legacy の実施とともに英
国の観光宣伝を2013年以降も継続していくこと
している。しかし，これに伴う特別な財源措置
をいつまで実施しうるのか（VB & VE Annual
Report 2011/12によればこの措置は2011年度か
ら2013年度の年間とされている），また，
partnership 以外の財源措置（ex.特定財源の確
保）を講じる必要性はないのであろうか。
 民間事業者等に応分の負担を求めた官民協働
の partnership による観光振興は，2012年のオ
リンピック開催時にはかなりの成果をあげてい
る。しかし，これを2013年度以降継続すること
は，対象市場の性格（すぐに成果が表れる市場
か，長期的な視点から取り組まないと成果があ
がらない市場か）によって民間事業者の part-
ner としての参画の可否が異なり，今後は一律
に partnership が成立するとは思えないし，先
細りの恐れもある。
 VisitBritain がオリンピック開催に合わせた
海外宣伝活動，政府主導の GREAT キャンペ
ーンの推進に中核的な役割を果たしたことは高
く評価されている。しかし，DCMS からの補
助金は，管理費削減を主たる目的としていると
は言っても，2010年に比較して2014年度までに
は30％以上（管理費に関しては50％）削減され，
組織，定員も大幅に削減されている現状におい
て，観光振興の専門機関としての専門知識の集
積，専門家の育成・保持に齟齬を来しかねない
ことが懸念される。
 VisitBritain の海外宣伝事務所は2010年度に
35から21に削減され，職員も大幅に削減されて
いる。一方でzDelivering a Golden Legacy|
の実施やzGREATキャンペーン|の継続にお
いてVisitBritain の海外 networkの活用が強調
されており，海外事務所を現状のまま放置して
おいてその役割を果たし続けることができるの
か疑問なしとしない。
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